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日本建築学会「鉄筋コンクリート造建物の靭性保証耐震設計指針・同解説」による

カットオフ定着長  Ld = db・⊿σ/ 4・τbu + d

靭性保証指針（6.8.1）、(6.8.4）、（6.8.10）式より、L = Ld、τf = τbuとして算定

db：主筋径（mm）、d：梁の有効せい（mm）

⊿σ：終局状態における部材両端部の主筋の応力度の差

 終局状態

 ヒンジあり

 ヒンジなし

σyu = 1.25・σy　：主筋の上限強度(N/mm
2
)

付着信頼強度τbu

 ・一段目主筋

τbu = at・{(0.085・bi + 0.10)・√σB + kst}

at ：上端筋に対する強度低減係数 梁の上端主筋       0.75 + σB/400

上記以外の鉄筋     1.0

σB：コンクリートの設計基準強度(N/mm
2
)

bi ：割裂線長さ比 bi = min( bsi , bci )

bsi = ( b - N1・db )/( N1・db )

bci = {√2・( dcs + dct) - db }/ db

b  ：部材の幅(mm) 、 N1：一段目主筋の本数

dcs：主筋の中心から側面までのかぶり厚さ(mm)

dct：主筋の中心から底面までのかぶり厚さ(mm)

kst：横補強筋の効果 bci ≧ bsiのとき  ( 54 + 45・Nw / N1 )・( bsi + 1)・pw

bci <  bsiのとき   140・Aw /( db・s )

Nw：1組の横補強筋の足の数（= Ns + 2 )、pw：横補強筋比

Aw：横補強筋１本の断面積(mm
2
)、s：横補強筋間隔、Ns：中子筋の本数

 ・二段目主筋

τbu = a2・at・{(0.085・bsi + 0.10)・√σB + kst}

a2：二段目主筋に対する強度低減係数（= 0.60)

bsi = ( b - N2・db )/( N2・db ) N2：一段目主筋の本数

kst = 99・( bsi + 1 )・pw
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符号： G1 Y1 通り X1 X2 内法スパン

「鉄筋コンクリート造建物の「鉄筋コンクリート造建物の「鉄筋コンクリート造建物の「鉄筋コンクリート造建物の
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　によるカットオフ定着長　によるカットオフ定着長　によるカットオフ定着長　によるカットオフ定着長

↓　愛知県適判事例の例題との比較検討



                

                  

  
    

    

  
 

   
    

            
   


